







自体が，世自在王備によって示された無数の悌園土の荘厳を r~轟取J (r選捧J) して
のことであるという基本に立ち返ってみれば，そのことはおのずと首肯されるわけで
ある。けれども，極楽の観念に契機を与えたものとして， とくに重要なものはあるは







『イ具合論』において頻出する表現(平川索引， part 1， p.197によると 9箇所)のひ
とつに「三洲において (tri;mdvI pe;;u) J というものがある。人聞の住む洲(大陸)
には，東勝身m'l(Purvavideha)，南謄部1+1(J ambudvIpa) ，西牛貨洲 (Avarago-

































( 3 ) 自殺・他殺 (AKBh75，3;楼部 p.332)
北倶虚1+1の人間には自殺も他殺もありえない。
吋具合論』関係資料に見える北倶虚洲
( 4 ) 四洲 (AKBh111， 12 ad AK， ii， 1cd;山口・舟橋 p.4)
北倶慮洲は四洲の一つである。




倶E量消|は iクル・カウラヴア」という小さな洲を従えている (AK，ii， 56; AKBh 
162，5-12)。




( 7 ) 小千世界 (AKBh171，13 ad AK， ii， 73;山口・舟橋 p.425)
「干の，四抑|と日月と妙高山と欲天と党世とを小千なり， となす。」
( 8 ) 身長 (AKBh172，2 ad AK， ii， 75cd;山口・舟橋 p.428)
北倶慮洲の人間の身長は三十二肘である(謄部洲は三肘半と四肘，東勝身洲は八肘，
西牛貨洲は十六肘)。
( 9 ) 寿命 (AKBh172，19 = AK， ii， 78a;山口・舟橋 p.431)
北倶虚洲の人間の寿命は千年である(膳部洲は十年乃至無量年，東勝身洲は二百五
十年，西牛貨洲は五百年)。
(10) 中夫 (AKBh176，2 ad AK， ii， 85a;山口・舟橋 p.441)
北倶虚洲の有情に中天はない。それ以外の四1'1tこはある。




(12) 成劫 (AKBh179，19;山口・舟橋 p.458)
成劫の時，器世間が出来てから，極光浮天より有情が死残して党宮，党輔天，党衆
天，六欲天，乃至，四洲の人間，餓鬼，傍生，地獄へと順次に生れ変ってゆく。
(13) 律儀・不律儀 (AKBh226， 6-15 ad AK， iv， 43;舟橋 p.241-3)
不律儀は人間にある。但しシャンダとパンチャカと二形生とおよび倶虚とを除く。












(15) 断善根 (AKBh249，24 ad AK， iv， 79d;舟橋 p.373)
断善根があるのは人聞のうちでも北倶慮洲を除く三洲においてである。北倶虚11'1に
は悪の意志 (papasaya)がないからである。
(16) 業道 (AKBh252，18; AK， iv， 82d-84;舟橋 pp.397・399)
北倶虚洲では(1)食欲， (2)膿惹， (3)邪見は実際に起ることがなく，ただ成就(得)さ
れるものとしてのみ存在する。順次， (1)わがものとして占有するということが無いか











欲界の，地獄と北倶虚洲以外では十不善業道が実際に起る。 (AK，iv， 83b) 
( 17) 三障 (AK，iv， 96-97;舟橋 pp.438・444)
五無開業は業障，ねばり強い煩悩が煩悩障，悪趣・倶虚の有情と無想、有情とが異熟
障である。これらはすべて聖道と聖道の加行に属する諸の善根を障害する。
無間業は北倶虚を除いて三w・Hにある (AK，iv， 97a) 0 (称友疏 p.426，1. 9 :北倶慮
にないのは，寿命が千歳と決っているから殺生そのものがなく，性戒を有しているか
ら，イ弗の教説がないからである。)
(18) 不浄観 (AKBh339，1 ad AK， vi， llcd) 
不i争観は人間においてのみ生ずる。ただし北倶慮1'ト陀除く。
(19) 順決択分 (AKBh346，18 ad AK， vi， 21a) 
四つの順決択分のすべては欲界の身に依る (AK，vi， 21a)。そのうち前の三は人趣
の中，それも北倶虚洲を除く三川|のみで生ずる。(称友疏 p.538，1. 3 :北倶慮洲の人
は鈍根だからである。)
(20) 順解脱分 (AKBh349，17 ad AK， vi， 25b) 
順解脱分は人趣の中の三洲において引かれる。他処においては慧あるいは厭離がな
いからである。(称友疏 p.541，1. 6 :北倶慮1+1には両方がない。悪趣には厭離はある
が慧がない。天においては慧はあるが厭離がない。)




(22) 無詩 (AKBh417，13 ad AK， vi， 36c) 
イ弗や不動法阿羅漢が起す「無誇」と呼ばれる智はただ人趣の三m'ltこおいてのみある。









• 1党文較量寿命経J IF四天王寺国際仏教大学文学部紀要』第14号， 1982， pp. (59)・
(81) 
. HISASHI MA TSUMURA， Ayul)paryantasutra: Das Sutra von der Lebens-
dauer in den vershiedenen Welten. Text in Sanskrit und Tibetisch， nach der 
Gilgit-Handschrift herausgegeben， Sanskrit-Texte aus dem buddhistischen 
Kanon: Neuentdeckungen und Neueditonen， 1989， pp.69・100.
シャマタデーヴァは有部以外の部派資料を引くことが決してないので，この経は説
一切有部に属すると考えられる。題名の知く，地獄から非想非非想、処に至る有情たち
の寿命を述べるものであるが，その中に北倶宜洲の環境と有情の描写がある。すでに
発表したもの (1シャマタデーヴァの博へる阿合資料一世品(8)一J IF神戸女子大学文
学部紀要』第29巻 pp.237-246)であるがウパーイカー』の関連箇所(北京版
Tu208a8-209a5)の和訳を以下に再録することを許されたい。
[8-10J 比丘たちよ，北倶慮〔洲〕の人間には「わがものJ (との思い〕がなく，
所有物もない。寿命は定まっており，寿命が尽きてからは，すぐれた趣，天に赴く。
比丘たちよ，このような〔わけ〕で，北倶慮 01川
『イ具合論』関係資料に見える北倶虚洲
時ならぬ死はない。
[11J そこで世尊はその時，次のような詩節をお唱えになった。
(中略)
( 8 )隠し事ではない。これら〔の事実〕を見よ。
世間のどのような楽であれ，前世の布施の果報である。
( 9 )北倶慮洲の人間は「わがもの」との思いなく，執着なく，
最高の衣服を身に着ける。これは布施の果報である。
(10)かれらには病気がない。かれ〔ら〕には寒暑がない。
〔かれらは〕姿形とも申し分ない。それは前世の布施の果報である。
(11)北倶慮洲では不浄もなく， (身体の〕分段もない。
清浄な穀物が生育する。それは前世の布施の果報である。
(12)宝珠の光がかれらを常に輝かし，美しくし，
かれらに食物を鷲らす。それは前世の布施の果報である。
(13)そこには野菜は少しもない。豆などもない。
〔すばらしい〕色・香・昧を具えた穀類を常に享受する。
(14)ひとつの器に摂られた〔食物〕は， (人が〕座から起つまでは
器の中で尽きることはない。それは前世の布施の果報である。
(15)瓢箪のごとき実は他人に切られても枚からまた生え，
熟していなくとも(時をおかずとも)完熟している。
それは前世の布施の果報である。
(16)八支を具えた浄い水があり，かれらには極めて冷たい河がある。
飲むとき〔体に〕障らない。それは前世の布施の果報である。
(16a)音楽〔を奏でる〕樹木によってかれらは常に歓楽し，
常に心は和んで、いる。それは前世の布施の果報である。
(17)音楽の木は美しく，衣服〔のなる〕木は数多く，
香木は満ち足りてゐる。それは前世の布施の果報である。
(18)音楽，香，花，衣服を望めば， (望む〕通りにそれは現れる。
(19)かれらの柔和な大地は (209a)兜羅綿のごとくであり，
〔その上でかれらは〕常に愉しむ。それは前世の布施の果報である。
(20)かれらに怒りはない。互ひに戯れ，歓楽する。
ものおしみ，嫉みもない。それは前世の布施の果報である。
(21)夜の初更に，一瞬の間だけ雨が降り，
85 
86 イ弗教大学総合研究所紀要別冊 「浄土教の総合的研究」
塵を除く。それは前世の布施の果報である。
(2)かれらに所有物はなく，母は息子の顔さえも知らぬ。
憂いはなく，歓楽するのみである。それは前世の布施の果報である。
(23)母親が人気のない道に〔生まれたての赤ん坊を〕捨てて去ると，
指の先から乳が出る。それは前世の布施の果報である。
(24)だれかが死んで、も，かれらは突泣せず，捨てて去る。
〔北倶虚Jm.，を〔鳥が〕鳴で締麗にする。それは前世の布施の果報である。
(25) (かれらは〕よく防御されていて，歌舞によって歓楽し，
遊戯する。それは前世の布施の果報である。
(26)人人は千年の寿命を尽し，
途中で死ぬ〔ことはない〕。それは前世の布施の果報である。
(27)人聞の身体の利益と，莫大な富とに身を委ね，
天に生まれ変る。それは前世の布施の果報である。
